




暮らす、楽しむ、味わう、極める。
ここにしかないが、ある。

特集

三都が繋ぎ、育む
歴史を訪ねて。

YMFG ZONE STORIES
山口・広島・北九州。隣接しながらも異なる文
化を持ち、車で走れば意外とあっという間。陸
と海で繋がり合うこの3つのエリアの魅力が、
住む人にも、来る人にも、新しく発見されるこ
とを願って。「YMFG ZONE」と名付け、三都の
ヒト、モノ、コトを紡いで発信していきます。

三都のお店や施設を巡りめぐってつくりあげた本特集。前号
に引き続き、取材チームが食べて、買って、体験した魅力を
お伝えしていきます。未来の歴史や文化はこんな場所から生
まれてくる。そう感じさせてくれるような新しく、個性的で、
「ここにしかない」スポットが満載。いざ、未来へ！

写真｜仁科勝介・信岡麻美、イラスト｜日向山葵
文｜長嶋太陽・高橋直貴

ハロー！
僕たち、「三都の魅力発見隊」！
山口、広島、北九州の
いいところを探して
巡っていきます。発行：山口フィナンシャルグループ

お問い合わせ窓口：総合企画部
広報・IR室 河田・沖永・竹内・稲本
住所：山口県下関市竹崎町4丁目2番36号
電話：083-223-5545

企画・制作：ECD｜川口清勝（TUGBOAT）、
プロデューサー｜戸髙良彦・泉岡素子
（（株）マガジンハウス『MCS』）、編集ディレ
クター｜長嶋太陽、アートディレクター｜
加納大輔、デザイナー｜山城絵里砂・小林
泰和（カバー）、ライター｜高橋直貴・乙辺
さゆり、PM｜佐藤瑠奈子 (TUGBOAT）、校正
｜ 阿部進、DTP｜（株）ローヤル企画、印刷
｜凸版印刷（株） 

2号について
アンケートは
こちらまで！

青木柚（ユマニテ所属）
YMFGのCM / GR / WEBに出演中！

COVER

YMFG Zone Interview
三都を盛り上げるために
もみじ銀行は何ができますか？
もみじ銀行 小田宏史頭取に聞きました。  

22

三都 JOURNAL
嶋浩一郎の、三都街歩き／
さんとのフォント／いい路地、夢気分。
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三都まちみらい会議 
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イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
な
姿
勢
か
ら
、

ア
ー
ト
は
生
ま
れ
て
い
く
。

今 

年
、
開
館
20
年
を
迎
え
る
Y
 
C
 

A
M
は
日
本
で
も
有
数
の
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
施
設
。
設
立
当
初
よ
り
運
営
に
関

わ
っ
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
会
田
大
也
さ
ん
は
、「
地
域
の
人

に
〝
使
っ
て
も
ら
え
る
〞
施
設
で
あ
り
た

い
」
と
、
考
え
て
い
た
と
い
う
。「
日
本
に

お
い
て
ア
ー
ト
に
関
心
が
あ
る
と
い
う
人
は

ま
だ
ま
だ
ご
く
一
部
。
だ
か
ら
こ
そ
、
関

心
の
な
い
人
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ

う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
る
ん
で

す
」。
ア
ー
ト
に
は
ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
体
験
を
提
供
で
き
る
の
か
。

そ
れ
を
広
く
伝
え
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
Y
C
A
M
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
Y
C
A
M

が
20
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

で
認
知
が
広
ま
り
、
企
業
や
行
政
と
連
携
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、

大
切
な
の
は
、
そ
れ
ら
に
寄
り
か
か
ら
な
い

姿
勢
な
の
だ
と
い
う
。「
Y
C
A
M
は
美
術

館
（
＝
作
品
を
所
蔵
す
る
た
め
の
施
設
）
で

は
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
協
力
し
、
新
た

な
作
品
を
作
り
、
発
表
す
る
た
め
の
施
設
。

ア
ー
ト
に
よ
る
街
お
こ
し
は
近
年
一
種
の
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
と
ア
ー
ト

が
健
全
に
共
存
す
る
上
で
大
切
な
の
は
、
作

品
が
〝
地
域
お
こ
し
の
た
め
〞
の
も
の
で
は

な
く
、
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ん
で

す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
新
た
な
も
の
ご
と

の
捉
え
方
を
提
示
す
る
よ
う
な
作
品
が
生
み

出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」。
独
立
し
、

持
続
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
決
し
て
簡
単
で
は

な
い
が
、
文
化
の
種
は
着
実
に
育
っ
て
き

て
い
る
。「
開
館
当
時
小
学
生
だ
っ
た
方
が
、

い
ま
子
ど
も
を
連
れ
て
Y
C
A
M
を
訪
れ

て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
こ
ん
な
に
嬉
し
い

こ
と
は
な
い
で
す
ね
。
文
化
を
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、
一
種
の
教
育
だ
と
思
う
ん
で

す
。
教
育
に
早
さ
を
求
め
る
の
は
良
く
な
い
。

時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
世

代
を
ま
た
い
で
文
化
が
引
き
継
が
れ
て
い

く
よ
う
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

  山口県山口市中園町7-7
 083・901・2222

  10:00 ～ 20:00（イベント開催時
22:00閉館）、火曜日休（祝日の場合
は翌日休）、入館料無料
URL：https://www.ycam.jp/

アーティスティックディレクターの会田
大也さんは、国際芸術祭「あいち2022」
をはじめ、多くのアートフェスティバ
ルの企画・運営・キュレーションに携
わってきた。その豊富な経験はYCAM
の仕事にも還元されている。

Profile
-

展示空間のほか、劇場やワークショ
ップなどが開催されるスペースなど
を擁し、日々さまざまなイベントが
催されている。映画上映も大人気。 開放的な館内、芝生が印象的な館外の公園ではのんびりと過ごす人々の姿が見られ、この施設がいかに地

域の人々の生活に溶け込んでいるかがわかる。

山口で訪れたのは山口情報芸術センター、通称「YCAM」とセレクトショップ「Mark」。
一見共通点のないような両者だけれど、どちらも老若男女にひらかれた風通しのよさがある。

文化はどのように生活に根付いていくのか。
世代を超え文化を耕していくために必要なこととは。そのヒントを探りました！

世代を超え、文化を繋いでいくために。

山口
– Yamaguchi –

20年の歴史を持つ
国内有数のメディアアート施設。

山口情報芸術
センター「YCAM」
ワイカム

国内外の作品を
上映する映画館も
あるんだね。

イベントや展覧会が
盛りだくさん！
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「
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
が
、

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
面
白
さ
。

「
若 

い
頃
は
鈍
行
列
車
で
東
京
に
行

き
、
雑
誌
の
切
り
抜
き
を
片
手
に

街
を
巡
っ
て
ま
し
た
」。
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
「M

ark

」
に
は
、
そ
ん
な
店
主
の
有
近

さ
ん
の
青
春
時
代
の
経
験
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
る
。
店
内
に
並
ぶ
の
は
洋
服
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
デ
ッ

キ
。
非
売
品
で
は
あ
る
も
の
の
大
型
の
現
代

ア
ー
ト
作
品
も
。
共
通
す
る
の
は
有
近
さ
ん

が
「
好
き
な
も
の
」
で
あ
る
こ
と
だ
け
。
オ

ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
、
マ
ニ
ア
垂
涎
の

ア
イ
テ
ム
、
知
ら
れ
ざ
る
名
品
ま
で
ジ
ャ
ン

ル
レ
ス
に
取
り
揃
え
て
い
る
が
、
不
思
議
と

調
和
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
店
主
の
感
性
と

い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
い
る
か
ら
。

「
山
口
は
慎
重
に
買
い
物
を
さ
れ
る
方
が
多

い
ん
で
す
。
そ
ん
な
お
客
さ
ま
の
ワ
ー
ド
ロ

ー
ブ
の
中
で
も
〝
遊
び
〞
に
な
る
よ
う
な
一

枚
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
幅
広
い
ア
イ
テ

ム
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
」。M

ark

に
は

10
〜
70
代
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
る
。
開
店
か

ら
7
年
。
現
在
は
子
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
。

「
た
だ
の
洋
服
屋
で
終
わ
り
た
く
な
い
」
と

い
う
言
葉
通
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
発
信

基
地
と
し
て
こ
の
地
に
根
付
い
て
い
る
。

北九州で訪れた2店舗は、いずれも若いオーナーが近年オープンさせたお店。
店主がそれぞれ「あえてこの場所でやってみたかった」と語る通り、

周辺には同じようなスタイルのお店は見当たらないが、若い世代が集まる
ハブのような場所となっている。ここからどんな文化が花開いていくのだろうか？

北九州
– Kitakyushu –

新世代の店主が営む食と衣の注目店。

写真右 / メンズ、ウィメンズの洋服のほ
か、アクセサリーやバッグ類も豊富に揃
えた店内。3階はギャラリースペースを
兼ねており、展示やイベントを開催する
ことも。写真下 / 店主一押しの濱中史朗
さんによるオリジナルのランプシェード。

「
何
も
な
い
場
所
」
に

文
化
は
芽
吹
く
。

小 

倉
駅
南
側
は
個
性
的
な
お
店
の
出

店
が
相
次
ぎ
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
る
エ
リ
ア
。
し
か
し
、
あ
え
て
「
何

も
な
い
場
所
で
や
っ
て
み
た
い
」
と
北
側
の

一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
た
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

がm
uutos.

だ
。
ミ
ニ
マ
ル
な
空
間
に
は

オ
ー
ナ
ー
兼
バ
イ
ヤ
ー
の
藤
井
悠
介
、
彩

香
夫
妻
が
買
い
付
け
た
ア
イ
テ
ム
が
並
ぶ
。

m
uutos.

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
変
化

す
る
」
の
意
。
大
事
な
こ
と
を
見
極
め
、
残

し
な
が
ら
も
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
き
た

い
と
い
う
。
目
利
き
に
よ
る
品
揃
え
に
、
県

内
外
か
ら
服
好
き
が
集
ま
る
。

レディース、メンズともに国内外のブランド、usedなどジャンル問わず展開している。作家も
のの器を取り扱う、ギャラリーのような空間だ。

  福岡県北九州市小倉北区
 浅野2-8-38 森本ビル

 093・482・3661

  13:00 ～ 19:00、不定休（SNSで要確認）
URL：https://6103muutos.shop-pro.jp/

muutos.
ムートス

流行のサイクルに流されない
「本質」を提案するセレクトショップ。

  山口県山口市道場門前2-4-18 末永ビル 2F・3F
 083・976・6788

  11:00 ～ 17:30、火曜日・水曜日休
URL：https://www.mark.style

Mark
マーク

老若男女が訪れる
文化の発信基地。

代表の有近康夫さんは周南のセレクト
ショップを経て2016年にMarkをオ
ープン。「お客さんと会話をしながらそ
の土地に暮らす人の好みを知ってい
くのが楽しい」という言葉からもわ
かる通り、根っからの接客好きだ。

Profile
-

写真左 / 洗練された空間に並ぶスケートボードデッキにオーナーの「好き」を感じる。　写真中 / 服好きから圧倒的な支持を得るアプレッセのアイテムは、デザインソース
となっているヴィンテージのデニムジャケットと合わせて提案。　写真右 / 昆虫のカラーをモチーフに作成された店舗オリジナルのランプシェードも濱中史朗さんの作品。

中 国 茶 の セ ッ ト（tea time 
1,500円、bar time 2,000円）、
パスタ（bar time 2,000円）。

「ちょっと2軒目行こうよ」な
んて案内されたならば、信頼度
爆上がりの一見。

Le temps
ルタン

昼は「茶」、夜は「酒」
とのペアリングを。

中
国
茶
と
ナ
チ
ュ
ー
ル
ワ
イ
ン
の

知
ら
れ
ざ
る
共
通
点
。

小 

倉
北
の
一
角
に
佇
む
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
よ
う
な
建
物
。
こ
こ
は
昼
か
ら

夜
ま
で
中
国
茶
と
ナ
チ
ュ
ー
ル
ワ
イ
ン
が
楽

し
め
るLe tem

ps

だ
。
趣
味
で
学
ん
で

い
た
中
国
茶
と
、
10
年
以
上
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
と
し
て
働
い
て
き
た
経
験
が
合
わ
さ
り

2
0
2
0
年
に
誕
生
し
た
注
目
の
新
店
舗
。

店
主
は
「
美
味
し
い
お
茶
と
ワ
イ
ン
に
は
産

地
、
気
候
、
品
種
な
ど
共
通
点
が
あ
る
ん
で

す
」
と
話
す
。
ワ
イ
ン
は
信
頼
の
お
け
る
イ

ン
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
る
と
い
う
ナ

チ
ュ
ー
ル
の
み
。「
無
農
薬
だ
か
ら
と
い
っ

て
美
味
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
ナ
チ
ュ
ー
ル

の
奥
深
さ
に
や
ら
れ
て
、
す
っ
か
り
の
め
り

込
み
ま
し
た
」。
そ
ん
な
話
に
耳
を
傾
け
て

い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
一
杯
、
の
つ
も
り
が
ど

ん
ど
ん
頼
ん
で
し
ま
う
。
独
自
に
レ
シ
ピ
を

研
究
し
て
い
る
と
い
う
料
理
も
絶
品
。

Le tempsは2020年4月、コロナ
禍真っ只中にオープンした。九州
生まれの店主・濱田力さんは10
代で京都で働いたのち父の影響か
ら19歳でバーテンダーとなった。

Profile
-

  福岡県北九州市小倉北区船場町6-18
 093・383・0099

  ランチ営業 ／ 12:00 ～ 14:00（要予約）、
ティータイム ／ 14:00 ～ 18:00、夜営業 ／ 
19:00 ～ 25:00、不定休（SNSで要確認）
URL：https://www.instagram.com/le_te 
mps_h/tagged/
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レストラン、本屋、ヴィンテージ古着ショップと、
広島市中心エリアで注目の3店舗をご紹介。いずれも店主のこだわりが反映された個人店で、

洗練された店内の中にどこか「広島らしさ」を感じるのが魅力。
近隣エリアにお店はたくさんあるけれど、迷ったらまずはここから。

広島市の中心エリアで買いだおれ、食いだおれ。

広島
– Hiroshima –

「Read and Eat」という店名の通り、器など食にまつわる雑貨類もセレクトされている。

街
の
本
屋
は
、

そ
の
土
地
の
文
化
の
玄
関
口
だ
。

書 

棚
が
持
ち
主
の
頭
の
中
を
表
す
の

と
同
様
に
、
書
店
の
本
棚
は
そ
の

街
に
住
む
人
々
の
映
し
鏡
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ

だ
ろ
う
か
？　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
初
め
て
足

を
運
ぶ
本
屋
が
楽
し
い
の
は
、
そ
の
土
地

に
息
づ
く
文
化
の
一
端
に
触
れ
ら
れ
る
か

ら
。
リ
ー
ダ
ン
デ
ィ
ー
ト
は
写
真
集
・
ア
ー

ト
ブ
ッ
ク
を
中
心
に
、
文
学
・
人
文
書
の
ほ

か
、
個
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
少
部
数

の
同
人
誌
・
Z
I
N
E
な
ど
を
幅
広
く
扱

う
。
現
地
の
本
好
き
が
集
ま
る
だ
け
あ
っ
て
、

棚
を
眺
め
れ
ば
手
に
取
り
た
い
本
が
次
々
と

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
本
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
買
え
る
け
れ
ど
、
書
店
で
出
会
っ

た
一
冊
は
や
っ
ぱ
り
特
別
だ
。
そ
の
土
地
を

訪
れ
た
記
憶
が
セ
ッ
ト
で
刻
み
込
ま
れ
る
も

の
な
ん
だ
か
ら
。

王
道
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
求
め
、

飛
行
機
で
訪
れ
る
強
者
も
。

広 

島
に
全
国
の
古
着
好
き
が
足
繁
く

通
う
お
店
が
あ
る
と
聞
き
つ
け
訪

れ
た
L
E
A
D
。
古
着
は
そ
こ
で
し
か
出
会

え
な
い
一
点
モ
ノ
だ
か
ら
「
出
会
い
が
大

切
」
だ
な
ん
て
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
。
だ
け

ど
、
L
E
A
D
に
こ
の
言
葉
は
ち
ょ
っ
と
当

て
は
ま
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
一
点
で
も
な
か

な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
よ
う
な
ヴ
ィ
ン
テ

ー
ジ
品
が
、
サ
イ
ズ
違
い
で
さ
ら
り
と
並
ん

で
い
た
り
す
る
か
ら
。「
欲
し
か
っ
た
け
ど

サ
イ
ズ
が
…
…
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
こ
こ
で
は
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
ア
イ

テ
ム
が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
だ
。

定番アイテムのほか、まだ他のお店が発掘していないブランド・年代のアイテムをセレクト。
その上、博物館級のレアなヴィンテージだってしっかり揃えている。

  広島県広島市中区三川町10-23-203
 082・576・4012

  13:00 ～ 19:00、不定休（SNSで要確認）
URL：https://lead-hiroshima.com/

LEAD
リード

古着屋の常識を超えた
ネクストレベルの品揃え。

広
島
発
、
フ
ラ
ン
ス
仕
込
み
、

東
京
経
由
の
新
店
舗
。

「
最 

新
の
も
の
は
東
京
に
集
ま
る
け
れ

ど
、
地
元
で
違
う
流
れ
を
作
り
出

し
た
い
」。
そ
う
話
す
の
は
、6èm

e

オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
玉
井
宏
明
さ
ん
だ
。
同
店
が

位
置
す
る
の
は
、
飲
食
店
が
集
ま
る
中
心
か

ら
少
し
外
れ
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
集
ま
る
エ

リ
ア
。
東
京
で
は
新
た
な
お
店
が
次
々
と
生

ま
れ
る
一
方
、
入
れ
替
わ
る
ス
ピ
ー
ド
も
速

い
。
そ
ん
な
速
い
消
費
の
サ
イ
ク
ル
を
降
り
、

腰
を
据
え
て
お
店
を
育
て
て
い
く
の
に
こ
の

場
所
は
好
都
合
だ
っ
た
の
だ
。

　
玉
井
さ
ん
は
若
か
り
し
頃
、
フ
ラ
ン
ス
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
業
を
積
み
、
帰
国
。
東
京

の
名
店
「hugo

」
で
さ
ら
に
経
験
を
重
ね

た
の
ち
、6èm

e

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
カ

ジ
ュ
ア
ル
で
セ
ン
ス
の
良
い
内
装
だ
け
れ
ど
、

そ
の
味
は
本
格
的
な
フ
レ
ン
チ
と
い
う
ギ
ャ

ッ
プ
に
驚
か
さ
れ
る
。
ど
の
料
理
も
（
デ
ザ

ー
ト
で
す
ら
）
素
材
の
組
み
合
わ
せ
が
楽
し

く
、
メ
ニ
ュ
ー
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
も
飽

き
な
い
。
実
は6èm

e

は
、
取
材
中
に
広

島
市
の
飲
食
店
の
方
々
が
お
す
す
め
し
て
く

れ
た
お
店
。
料
理
、
デ
ザ
ー
ト
、
ワ
イ
ン
い

ず
れ
も
味
は
間
違
い
な
し
な
上
に
夜
は
ア
ラ

カ
ル
ト
、
コ
ー
ス
（
7
0
0
0
円
〜
）
が
選

べ
る
使
い
勝
手
の
良
さ
も
魅
力
。

オーナーシェフの玉井宏明さんは
2019年に広島にUターンし6ème
をオープン。店名の「6ème」とは
シックスセンス（第六感）の意。情
報ではなく、直感で楽しんでほしい
という思いが込められている。

Profile
-

店主の清政光博さんは東京
の書店「B&B」で経験を
積んだのち地元広島にUタ
ーン。大型書店とは違った
やり方で、このエリアの文
化の一端を担っている。

Profile
-

6ème
ロクエメ

ちょっと「はずれた」エリアで
楽しむ本格派ビストロ。

  広島県広島市中区大手町3-13-18  松村ビル 103A
 082・207・1600

  17:30 ～ 23:00（LO22:00）、日曜日・月曜日休
URL：https://www.instagram.com/6eme_hiroshima/

READAN DEAT
リーダンディート

日常の「嬉しみ」が買える
本と器のセレクトショップ。

  広島県広島市中区本川町2-6-10-203
 082・961・4545

  11:00 ～ 18:00、火曜日休
URL：http://readan-deat.com/

左から熊本県産の馬肉のタルタル、菊芋、素揚げケッパー（1,950円）、カブのガスパチョ（900円）、ジュニパーベリーのアイス、ホワイトチョコ、ビーツ、イチゴ（770円）、
茨城県塚原牧場梅山豚のロースト（3,300円）。（デザートを除き2人前の価格）

本格的な味わいと程よく気の抜けたセンスのいい店内。内装、器などの細部にもオーナーのセンスが光る。

これはLEADでしか
買えないね。

初めて出合う
本ばかり！
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こ
こ
に
し
か
な
い
が
、
あ
る
。

三
都
の
文
化
・
生
活
・
生
態
系
。

三
都
で
暮
ら
す
人
々
を
追
い
か
け
て
。

未
来
に
繋
が
る
文
化
と
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
。

「
い
ざ
！　
三
都
の
文
化
が
生
ま
れ
る
と
こ

ろ
へ
。」
と
題
し
た
前
号
に
引
き
続
き
、
魅

力
的
な
お
店
や
施
設
を
特
集
し
た
今
号
。
例

の
ご
と
く
車
で
三
都
を
旅
し
な
が
ら
、
僕
た

ち
は
文
化
と
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
北
九
州
は
古
く
か
ら
工
業
地
帯
と
し
て
栄

え
た
街
。
山
口
の
周
南
は
鉄
鋼
業
、
下
関
は

漁
業
で
。
そ
し
て
広
島
市
は
三
都
で
も
最
大

の
都
市
圏
と
し
て
栄
え
、
街
中
に
戦
争
の
遺

構
が
数
多
く
残
る
。
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち

に
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
、
思
い
出
の
場
所

を
聞
け
ば
、
み
な
歴
史
と
、
そ
こ
に
息
づ
く

文
化
を
感
じ
る
景
色
を
教
え
て
く
れ
た
。
皿

倉
山
か
ら
見
下
ろ
す
北
九
州
の
工
業
地
帯
と

海
、
国
道
2
号
線
か
ら
望
む
瀬
戸
内
海
、
原

爆
ド
ー
ム
を
裏
手
か
ら
望
む
平
和
記
念
公
園

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
い
ず
れ
も
観
光

地
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
街
に
生
き
る
人

に
と
っ
て
は
、
故
郷
の
「
当
た
り
前
」
の
風

景
。
今
号
で
は
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
そ
の
風
景
を
、
そ
の
人
な
ら
で
は
の
視

点
で
見
つ
め
て
き
た
の
だ
と
感
じ
ら
れ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
。
街
の
歴
史
と
い
う
の
は
暮
ら
し
の
中
に

こ
う
や
っ
て
根
付
い
て
い
る
の
だ
な
と
、
な

ん
だ
か
聞
い
て
い
る
こ
っ
ち
が
嬉
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
で
、
生
き
た
思
い
出
の
話
を
聞
く 

に
つ
け
、
過
去
の
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で 

は
「
歴
史
」
と
い
う
も
の
は
見
え
て
こ
な
い

な
、
と
も
思
わ
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
1
0
0

年
前
に
竣
工
し
た
建
物
を
前
に
し
た
時
、
こ

れ
を
建
て
た
人
た
ち
は
、
2
0
2
3
年
の
未

来
に
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
た
の

だ
ろ
う
か
、
と
か
、
僕
ら
が
こ
ん
な
ふ
う
に

感
動
し
て
い
る
顔
を
見
た
ら
ど
ん
な
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
を
す
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が

湧
い
て
く
る
。
彼
ら
が
未
来
を
志
向
し
た
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
、
長
く
残

っ
て
き
た
も
の
の
中
に
は
、
作
り
手
の
強
い

意
志
が
あ
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。

そ
の
意
思
を
享
受
す
る
人
た
ち
が
感
じ
取
り
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
、
大
切
に
し
て
き
た
か

ら
こ
そ
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
は 

な
い
か
。
1
0
0
年
後
を
想
像
し
て
み
る
こ

と
は
難
し
い
け
れ
ど
、
そ
こ
に
ど
ん
な
意
志

が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
歴
史
や
文
化
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

僕
ら
の
足
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
過
去
よ
り

も
現
在
、
そ
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
文
化
や
歴
史
に
目

を
向
け
て
み
た
い
と
考
え
た
の
だ
。

　
今
回
取
材
し
た
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
ジ
ャ
ン
ル
の
お
店
を
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

や
り
方
で
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
が

少
な
く
な
か
っ
た
。
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

そ
う
し
た
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
人

は
み
な
「
何
も
な
い
場
所
で
始
め
た
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
れ
は
歴
史

や
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
固
定
化
さ
れ
た
価

値
観
か
ら
距
離
を
置
き
た
い
と
い
う
こ
と
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
別
の
理
由

か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
都
市
部
の
家
賃
が

高
い
っ
て
こ
と
だ
っ
て
、
先
入
観
が
積
み
重

な
っ
た
結
果
で
し
か
な
い
。
便
利
な
エ
リ
ア

だ
か
ら
人
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。
観
光
地
だ
か

ら
集
客
が
見
込
め
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
理

屈
で
、
家
賃
が
上
が
っ
て
い
く
。
で
も
、
そ

れ
っ
て
今
後
も
同
様
か
と
言
え
ば
わ
か
ら
な

い
し
、
な
ん
な
ら
1
カ
月
先
だ
っ
て
わ
か
ら

な
い
。「
何
も
な
い
」
と
い
う
の
は
、
新
し

い
も
の
を
生
み
出
す
上
で
は
重
要
な
要
素
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

「
何
も
な
い
」
と
聞
い
て
、
取
材
の
途
中
に

1
つ
、
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
何
も

な
い
場
所
で
も
、
そ
ば
屋
ぐ
ら
い
は
あ
る
も

ん
だ
」
と
い
う
、
以
前
別
の
旅
先
で
聞
い
た
、

そ
ば
屋
の
親
父
さ
ん
の
言
葉
だ
。
何
も
な
い

場
所
で
も
、
寂
れ
た
街
で
も
そ
ば
屋
は
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
出
会
う
店
は
大

抵
う
ま
い
。
の
だ
と
言
う
。「
そ
ば
屋
と
温

泉
さ
え
あ
れ
ば
観
光
地
に
だ
っ
て
な
る
も
ん

よ
！
」
と
、
ガ
ハ
ハ
と
笑
っ
て
い
た
。
こ
の

親
父
さ
ん
は
若
く
し
て
脱
サ
ラ
し
て
お
店
を

開
き
、
ま
さ
に
「
何
も
な
い
」
よ
う
な
場
所

で
、
と
ん
で
も
な
く
う
ま
い
そ
ば
を
打
っ
て

い
る
人
だ
。
誰
も
が
知
る
有
名
店
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
地
域
の
人
に
愛
さ
れ

な
が
ら
30
年
近
く
営
業
し
て
い
る
。「
何
も

な
い
」
場
所
に
は
大
自
然
や
、
綺
麗
な
水
や

な
ん
か
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
あ
る
の

だ
か
ら
「
何
も
な
い
」
っ
て
こ
と
は
な
い
ん

だ
ろ
う
け
ど
。
で
も
、
確
か
に
そ
ば
屋
の
な

い
街
な
ん
て
見
た
こ
と
が
な
い
。
親
父
さ
ん

は
ち
ょ
っ
と
し
た
冗
談
の
よ
う
に
話
し
て
い

た
け
れ
ど
、
僕
は
こ
の
話
が
好
き
で
、
こ
と

あ
る
ご
と
に
思
い
出
し
て
は
勇
気
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
何
も
な
い
場
所
で
、
た
っ
た
一
人

で
始
め
た
お
店
が
30
年
続
き
、
残
っ
て
い
る
。

そ
れ
っ
て
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
す
ご
い
こ
と
じ
ゃ

な
い
か
。

　
そ
ん
な
お
じ
さ
ん
の
話
を
、
今
回
取
材
し

た
み
な
さ
ん
の
話
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
。

ま
だ
オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
、
あ
る
い
は

数
年
の
お
店
が
多
か
っ
た
け
ど
、
き
っ
と
い

つ
か
彼
ら
の
営
み
が
「
歴
史
」
や
「
文
化
」

と
呼
ば
れ
る
日
が
来
る
。
そ
ん
な
日
が
来
る

前
に
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
ほ
し
い
。
そ

う
す
れ
ば
、
あ
な
た
も
「
歴
史
の
証
人
」
に

な
れ
る
は
ず
。

次号は、
7月予定。
お楽しみに！

ほいじゃ
またこー！

写
真
｜
仁
科
勝
介
、
文
｜
乙
辺
さ
ゆ
り

写
真
｜
仁
科
勝
介
、
文
｜
乙
辺
さ
ゆ
り

イラスト｜菅幸子（さすが）、文｜嶋浩一郎
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広
島
で
食
べ
た
い
も
の
、
た
く
さ
ん
あ
る

で
し
ょ
。
お
好
み
焼
き
！　
冬
だ
っ
た
ら
カ

キ
フ
ラ
イ
な
ん
か
も
旨
そ
う
だ
よ
ね
。
穴
子

な
ん
て
言
う
あ
な
た
は
も
し
か
し
て
食
通
？   

は
や
る
気
持
ち
で
広
島
駅
に
つ
い
た
ら
、
ま

ず
は
ビ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
重
富
へ
。
こ
こ
で
ビ

ー
ル
を
二
杯
飲
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
。

　
一
杯
で
な
く
て
、
二
杯
。
そ
ん
で
も
っ
て
、

三
杯
で
な
く
て
、
二
杯
。
そ
れ
が
重
要
な
ん

だ
。

　
な
ぜ
、
一
杯
で
は
な
く
て
二
杯
か
？　
そ

れ
は
、
生
ビ
ー
ル
の
奥

深
い
う
ま
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
か
ら
。

　
ビ
ル
の
一
階
、
酒
屋

の
一
角
を
改
装
し
た
立

ち
飲
み
の
店
は
6
〜
8

名
で
い
っ
ぱ
い
に
。
ビ

ー
ル
サ
ー
バ
ー
の
あ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
黒
の

ボ
ー
タ
イ
と
白
い
バ
ー

コ
ー
ト
で
バ
シ
ッ
と
き

め
た
店
主
重
富
さ
ん
が

迎
え
て
く
れ
る
。
美
味

い
生
ビ
ー
ル
を
提
供
し

よ
う
と
い
う
彼
の
努
力
と
熱
量
に
は
誰
も
が

感
服
す
る
は
ず
。
グ
ラ
ス
や
ビ
ー
ル
サ
ー
バ

ー
の
手
入
れ
の
徹
底
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ビ
ー
ル
は
一
種
類
し
か
提
供
し
て
い
な
い
け

れ
ど
、「
一
度
つ
ぎ
」、「
二
度
つ
ぎ
」、「
三

度
つ
ぎ
」、「
シ
ャ
ー
プ
つ
ぎ
」、「
マ
イ
ル
ド

つ
ぎ
」
と
、
二
つ
の
サ
ー
バ
ー
を
使
い
分
け

る
注
ぎ
方
だ
け
で
、
味
が
全
く
変
わ
る
。
本

当
に
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
違
う
の
だ
。
だ

か
ら
、
一
杯
で
は
な
く
二
杯
を
飲
み
比
べ
て

欲
し
い
。
そ
の
日
の
温
度
や
湿
度
ま
で
考
慮

し
て
注
ぐ
と
い
う
。
重
富
さ
ん
の
ゴ
ッ
ド
ハ

ン
ド
に
見
惚
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

　
こ
れ
だ
け
で
も
大
興
奮
。
も
っ
と
ビ
ー
ル

が
飲
み
た
く
な
る
。
で
も
注
文
は
二
杯
ま
で
。

　
な
ぜ
、
三
杯
で
は
な
く
二
杯
か
？

　
そ
れ
は
、
お
客
さ
ん
に
、
広
島
の
街
に
繰

り
出
し
て
ほ
し
い
か
ら
。

　
ビ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
重
富
は
広
島
の
飲
食
店

に
酒
類
を
卸
し
て
い
た
。
広
島
の
街
全
体
の

飲
食
業
を
盛
り
上
げ
た
い
わ
け
。「
三
杯
目

の
ビ
ー
ル
が
飲
み
た
く
な
っ
た
ら
、
是
非
、

次
の
お
店
へ
」
と
い
う

こ
と
で
、
営
業
時
間
は

た
っ
た
二
時
間
、
17
時

か
ら
19
時
ま
で
。

　
重
富
さ
ん
の
ビ
ー
ル

愛
は
深
い
。
ビ
ー
ル
の

歴
史
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
文
明

に
ま
で
遡
り
、
人
々
の

嬉
し
い
時
、
悲
し
い
時

に
、
ず
っ
と
寄
り
添
っ

て
き
た
飲
み
物
だ
と
い

う
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設

の
報
酬
と
し
て
配
ら
れ

て
い
た
な
ん
て
話
も
教
え
て
く
れ
た
。
は
る

か
古
代
か
ら
人
と
人
を
繋
げ
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
そ
れ
が
ビ
ー
ル
。

だ
か
ら
、
重
富
さ
ん
は
ビ
ー
ル
で
広
島
を
、

三
都
を
、
そ
し
て
日
本
中
を
盛
り
上
げ
た
い

と
強
く
願
う
。
爽
快
な
喉
越
し
に
身
を
任
せ

て
い
る
と
、
聞
こ
え
て
き
ま
す
よ
、
人
々
の

ビ
ー
ル
を
求
め
る
歓
声
が
…
…
。
さ
あ
、
ビ

ー
ル
ス
タ
ン
ド
重
富
で
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

の
民
の
声
を
聞
き
、
広
島
の
お
い
し
い
も
の

を
目
指
し
て
、
街
に
で
よ
！

　
私
た
ち
の
目
は
常
に
せ
わ
し
な
く
動
い
て

い
て
、
視
線
が
1
カ
所
に
停
滞
す
る
の
は
約

0.3
秒
。
そ
の
一
瞬
で
人
々
の
目
を
奪
う
看
板

が
、
三
都
に
は
数
多
く
あ
る
。
尾
道
で
見

つ
け
た
『
石
田
勉
強
堂
』
も
そ
の
ひ
と
つ
。

「
文
具
と
事
務
用
品
」
ま
で
の
ポ
ッ
プ
で
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
可
愛
ら
し
い
見
た
目
に
気
を

許
し
た
の
が
間
違
い
だ
っ
た
。
そ
の
後
に
や

っ
て
く
る
、
力
強
く
描
か
れ
た
「
石
田
勉
強

堂
」
は
、
山
奥
の
道
場
に
連
れ
て
来
ら
れ
た

の
か
と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
ほ
ど
ス
ト
イ
ッ

ク
。
学
び
を
求
め
る
も
の
は
誰
一
人
拒
ま
な

い
。
さ
れ
ど
そ
の
道
は
厳
し
く
果
て
し
な
い
。

創
業
75
年
、
石
の
上
に
も
三
年
ど
こ
ろ
じ
ゃ

な
い
『
石
田
勉
強
堂
』
が
、
そ
の
長
い
歴
史

の
中
で
培
っ
て
き
た
学
び
へ
の
真
摯
な
姿
勢

を
表
現
す
る
見
事
な
フ
ォ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
通
り
を
歩
い
て
い
て
、
ふ
と
誰
か
に
呼
び

止
め
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
足
を
止
め
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
先
に
何
が
あ
る
の

か
？　
ど
こ
に
繋
が
っ
て
い
る
の
か
？　
ど

う
し
て
も
気
に
な
っ
て
、
妄
想
が
走
り
出

す
。
尾
道
の
本
通
り
商
店
街
に
入
っ
て
す

ぐ
、「
う
ず
潮
小
路
（
し
ょ
う
じ
）」
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
路
地
に
は
、
小
説
家
・
林
芙

美
子
が
少
女
時
代
を
過
ご
し
た
借
家
が
あ

る
。
家
族
の
分
断
、
貧
苦
、
持
病
の
悪
化
な

ど
決
し
て
恵
ま
れ
た
人
生
で
は
な
か
っ
た
が
、

路
地
に
差
し
込
む
一
筋
の
光
を
自
身
の
人
生

に
投
影
し
、
作
品
を
書
き
続
け
た
。
そ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
。
林
が
佇
ん

で
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
場
所
に
立
っ
て
み
る

と
、
24
歳
の
私
の
中
に
あ
る
力
強
い
希
望

が
、
時
を
超
え
て
芙
美
子
の
若
き
時
代
に

共
鳴
す
る
。

50メートル足らずの路地の隙間か
らは、太陽に照らされた尾道水道
と向島の高見山が垣間見える。

C O L U M N
S A N T O  J O U R N A L

尾道本通りの老舗文具店『石田勉強堂』。店主は3代目。
親しみやすさ：★★★★☆
力強さ：★★★★☆
総合点：★★★★☆

嶋浩一郎嶋浩一郎の、
三都街歩き

嶋浩一郎　しま・こういちろう　1968年、東京都生まれ。博報堂 執行役員、博報堂ケトル クリエイティブディレクター・編集者、本屋B＆B経営者。 
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SHIMONOSEKI  ADD-VENTURE SUMMIT 2023が開催 !

地域×スタートアップの地方創生サミットで発見した、
地方都市の未来。

Keynote Session

なぜ日本は変わらないのか？
イノベーターが白熱議論。

Meetup

ビジネスを加速させる
「対話の場」を提供。

Panel  Discussion

トップランナーらの挑戦から
新たな視点を獲得する。

大
切
な
の
は
「
学
び
」
で
は
な
く
、

「
動
き
」
が
生
ま
れ
る
こ
と
。

　
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
し
た
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
の
担
当
者
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
「
ミ
ー
ト
ア

ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
」
は
終
日
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
が
普
及
し
た
現

代
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
地
理
的
な
距
離
が

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
場
が
設
け
ら
れ

る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
気
に
加
速
す
る
。

イ
ン
ス
パ
イ
ア
リ
ン
グ
な
話
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋
が
る
の
が
S
A
S

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
魅
力
の
一
つ
だ
。

「
起
業
ほ
ど
面
白
い
こ
と
は
な
い
」

さ
あ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
。

　
な
ぜ
日
本
か
ら
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
な
い
の
か
？　
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー

代
表
取
締
役
会
長
の
南
場
智
子
氏
（
写
真
）

が
登
壇
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
の
日
本

中
の
企
業
が
頭
を
悩
ま
せ
る
課
題
に
つ
い
て
、

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
新
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
の
登
場
を
期
待
す
る
だ
け
で
な
く
「
年

長
者
こ
そ
起
業
す
る
べ
き
」「
大
学
と
の
連

携
に
よ
り
地
方
か
ら
画
期
的
な
事
業
は
生
ま

れ
る
」「
企
業
っ
て
、
つ
ら
た
の
し
い
（
辛

い
け
ど
楽
し
い
）」
な
ど
、
ヒ
ン
ト
に
満
ち

た
発
言
が
縦
横
無
尽
に
飛
び
出
し
た
。

「地方都市は可能性に満ちている」とは、スタートアップ関係者の間でここ数年ささやかれていること。
物理的、精神的に離れた場所だからこそ変わる余地があり、志を持ったチャレンジャーが集まる。

そう、かつてのシリコンバレーだってそうだった。変革が起きる場所こそが、未来を担う中心地となるのだ。

山口フィナンシャルグループ・
椋梨敬介CEO（左）の熱いメッ
セ ー ジ で、SHIMONOSEKI 
ADD-VENTURE SUMMIT（以
下、SAS）の幕は上げられた。
ここから始まる。会場にはそん
な予感と熱気が立ち込めていた。

地域の課題を解決する糸口とし
て、スタートアップとの連携は
不可欠。会場には山口県内外か
ら多くの地域関係者（企業・行
政等）とスタートアップ関係者
が集まりその意識を共有した。
下関市長の前田晋太郎氏（右）
も新たな動きへの期待を語る。

下
関
で
感
じ
る
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
胎
動
。

　
こ
れ
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
地
域

創
生
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？　
S
 

A
S
は
2
0
2
3
年
1
月
、
下
関
の
地
で
の

ろ
し
を
上
げ
た
「
地
域 

× 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
」
の
祭
典
だ
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
4
つ
の
柱

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ

る
「
キ
ー
ノ
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
」、
近
年
の

注
目
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
す

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」、
次
の
ユ
ニ

コ
ー
ン
（
企
業
評
価
額
10
億
ド
ル
以
上
、
設

立
10
年
以
内
の
非
上
場
企
業
）
を
目
指
す

企
業
に
よ
る
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ピ
ッ
チ
」、

壇
上
を
彩
っ
た
企
業
と
対
話
が
で
き
る
「
ミ

ー
ト
ア
ッ
プ
」。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か

に
創
出
す
る
か
と
い
う
マ
ク
ロ
な
議
論
と
、

目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ど
う
解
決
す
る
か
と

い
う
ミ
ク
ロ
な
対
話
。
両
者
が
交
わ
る
こ
と

で
、
大
き
な
「
う
ね
り
」
を
生
み
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
世
界
を
見
渡
せ
ば
、
ア
メ
リ
カ

の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
や
デ
ト
ロ
イ
ト
の
よ
う

に
、
か
つ
て
「
斜
陽
都
市
」
と
呼
ば
れ
た
エ

リ
ア
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た
歴

史
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
ロ
ン

ド
ン
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
な
く
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
や
エ
ス
ト
ニ
ア
発
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
世
界
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
い
る
。
南

ア
フ
リ
カ
で
続
々
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
自
明
な
よ
う
に
、

都
市
の
成
長
と
は
無
関
係
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
磁
場
は
生
ま
れ
て
い
く
の
だ
。
10
年
後
、

下
関
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
生
ま
れ
る
。
そ
ん
な
未
来
を
想
像
す
る

の
は
、
果
た
し
て
夢
物
語
だ
ろ
う
か
？ 

ど
の
場
所
で
生
き
よ
う
と
、

挑
戦
者
は
同
じ
未
来
を
見
て
い
る
。

　
著
名
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
経
営
陣
や
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
な
ど
約
30
名

に
及
ぶ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
登
壇
し
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
中
小
企
業
に
お
け
る
D
 

X
の
必
要
性
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
各
企

業
の
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
近
年
注
目
を
集
め
て

い
る
ト
ピ
ッ
ク
の
ほ
か
、「
コ
ザ
（
沖
縄
）

か
ら
学
ぶ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ

ム
」「
地
方
が
目
指
す
べ
き
観
光
戦
略
」
と

題
さ
れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国
内
で
生
ま

れ
て
い
る
先
進
事
例
に
つ
い
て
、
各
分
野
の

専
門
家
ら
が
議
論
を
交
わ
し
た
。
人
口
減
少

や
人
材
不
足
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
は

共
通
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
連
携
し
な

が
ら
産
業
を
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
。
壇
上
で

マ
イ
ク
を
握
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、

み
な
同
じ
未
来
を
見
つ
め
て
い
た
。

三都  JOURNAL No.2知るほど、掘るほど、三都は楽しい！ C O L U M N
S A N T O  J O U R N A LYMFGC O L U M N

S A N T O  J O U R N A L

写真｜永井樹里、文｜高橋直貴

15 14



イ
ラ
ス
ト
｜
加
藤
豊

文
｜
乙
辺
さ
ゆ
り

 

「
Y
M
F
G
オ
ー
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
タ
ウ
ン
」

│
オ
ー
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
タ
ウ
ン
を
立
ち
上

げ
た
背
景
は
？

武
清
さ
ん　
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

し
、
銀
行
店
舗
も
そ
の
在
り
方
を
見
直
す
な

か
、
地
域
の
賑
わ
い
を
生
む
た
め
に
も
み
じ

銀
行
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
向

洋
駅
周
辺
の
都
市
計
画
の
話
も
出
て
き
た
ん

で
す
。
向
洋
支
店
も
形
を
変
え
て
新
し
い
街

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、
2
0
2
1
年

10
月
に
複
合
店
舗
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

三
坂
さ
ん　
地
域
の
皆
さ
ま
が
元
気
に
、
長

く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、「
金
融
」
と

「
健
康
」
を
包
括
し
て
支
援
で
き
る
場
所
に

し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
最
初

に
掲
げ
ま
し
た
。
地
域
に
不
足
し
て
い
る
診

療
科
目
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
向
洋
地
区
の

課
題
を
元
に
今
の
施
設
の
形
へ
と
繋
が
り
ま

し
た
。

│
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
業
は
苦
労
さ
れ
た
の

で
は
？

三
坂
さ
ん　
開
業
当
初
は
、
我
々
も
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
大
変

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
は
、
平
日
は
中
高

年
の
お
客
さ
ま
、
休
日
は
主
婦
層
の
お
客
さ

ま
ま
で
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
賑
わ
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

│
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
の
よ
う
に
開
発

を
？

飯
冨
さ
ん　
マ
イ
ラ
イ
フ
さ
ん
、
タ
ニ
タ
さ

ん
が
独
自
に
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
・
開
発
し
て

い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
の
方
に
好
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
豆
腐
や
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
を

混
ぜ
た
「
カ
ム
ー
ジ
ー
」
は
、
手
軽
に
栄
養

補
給
が
で
き
、
食
べ
ご
た
え
も
あ
る
の
で
お

す
す
め
で
す
！

│
ど
ん
な
ふ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
か
？

飯
冨
さ
ん　
年
配
の
方
に
も
多
く
足
を
運
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
、
予
防
接
種
や
定
期
健

診
な
ど
、
予
防
医
療
の
普
及
に
も
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

場
所
が
先
駆
け
と
な
り
、
Y
M
F
G
全
体
の

地
域
活
動
に
良
い
影
響
を
も
た
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

武
清
さ
ん　
Y
M
F
G
の
掲
げ
る
パ
ー
パ
ス

に
も
あ
る
よ
う
に
、
主
役
で
あ
る
お
客
さ
ま

の
声
を
拾
い
な
が
ら
、
向
洋
と
い
う
街
を
お

客
さ
ま
と
「
共
創
」
し
て
い
く
、
そ
ん
な
成

長
の
仕
方
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

What is オールヘルスケアタウン？

広島県広島市南区青崎に誕生した、地
域の方々のヘルスケアとライフプラン
を支援する複合施設。もみじ銀行向洋
支店に加え、カフェ、クリニック、薬
局、保険ひろばを併設する。

Star tup Pitch

未来のユニコーン企業は
ここから生まれる？

イ
ン
フ
ラ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
雄
、

世
界
へ
の
道
筋
を
語
る
。

　

Startup Pitch
の
登
壇
企
業
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
注
目
を
集
め
た
の
が
、
W
O
T
A

だ
。
同
社
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
水
再
生
シ
ス
テ
ム

「
W
O
T
A
 B
O
X
」
等
の
普
及
に
よ
っ
て

従
来
の
水
道
よ
り
も
柔
軟
で
低
コ
ス
ト
、
か

つ
安
全
な
水
イ
ン
フ
ラ
の
新
た
な
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
を
目
指
し
て
い
る
。
水
道
の
ひ
け
な
い

エ
リ
ア
や
被
災
地
で
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
当
然
そ
の
市
場
は
日
本

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
本
ピ
ッ
チ
で
は
、
社
会

が
直
面
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
点
か
ら
、

今
後
精
力
的
に
取
り
組
む
世
界
展
開
へ
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
ま
で
が
語
ら
れ
た
。 WOTAは東京大学出身メンバーを中心に2014年に設立。2021年には

ソフトバンク社との資本・業務提携を発表し、以降着実に社会実装を
進めている。若い世代の起業をいかに促進するかはSASでもしきり
に語られたが、まさにそのモデルケースとなるスタートアップだろう。

WOTA

水循環を用いた次世代
の分散型水インフラ。

会
場
の
心
を
鷲
掴
み
に
し
た
、

YouTuber

社
長
。

　
人
口
減
少
が
進
む
地
域
社
会
に
お
い
て
空

き
家
は
喫
緊
の
課
題
。
多
く
の
事
業
者
が
そ

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
か
、
ひ
と

き
わ
異
彩
を
放
っ
て
い
る
の
が
「
空
き
家

活
用
株
式
会
社
」
だ
。
同
社
が
運
営
す
る

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
え
え
や
ん
！

空
き
家
や
ん
ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
は
社
長
自

ら
が
空
き
家
の
魅
力
を
語
り
尽
く
す
な
ど
、

情
報
発
信
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
拠

点
で
あ
る
東
京
都
世
田
谷
区
を
は
じ
め
と
し
、

北
海
道
栗
山
町
、
宮
崎
県
延
岡
市
と
い
っ
た

自
治
体
と
連
携
す
る
な
ど
、
着
実
に
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
。

スタートアップピッチに登壇した「空き家活用株式会社」CEOの和
田貴充氏。サービスの魅力のみならず、持ち前のトーク力で、会場
の心を鷲掴みに。登壇後、同社のミートアップブースには多くの相
談者が列をなしていた。

空き家活用

一気通貫した空き家
対策サポートサービス。

三都  JOURNAL No.2知るほど、掘るほど、三都は楽しい！ C O L U M N
S A N T O  J O U R N A LYMFGC O L U M N

S A N T O  J O U R N A L

もみじ銀行
向洋支店
支店長
武清 孝紀

YMFG
営業戦略部
担当部長
三坂 哲郎

YMFG
総合企画部
係長

飯冨 裕子

Profile
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「
1
年
間
待
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
」。
周
南
市

を
拠
点
と
す
る
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
Y
M
G
U
T
S
」
か
ら
の
監
督
就
任
オ
フ
ァ

ー
に
対
し
、
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
・
大

崎
オ
ー
ソ
ル
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
で
あ
り
、
日

本
代
表
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
た
東
佑
三
さ
ん

は
、
そ
う
返
答
を
し
た
。
選
手
と
し
て
や
り
残

し
た
こ
と
は
な
い
か
と
自
身
に
問
い
か
け
、
そ

の
後
の
監
督
業
に
専
念
す
る
た
め
に
も
と
考
え

て
の
言
葉
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
得
た
引
退
ま
で

の
1
年
間
で
は
「
こ
れ
ま
で
に
な
く
充
実
し
た

選
手
生
活
だ
っ
た
」
と
い
う
。

　
2
0
2
0
年
4
月
、
晴
れ
て
Y
M
G
U
T
S

の
監
督
に
就
任
し
て
か
ら
、
チ
ー
ム
は
大
躍
進
。

2
0
2
1
年
1
・
2
月
に
開
催
さ
れ
た
社
会
人

リ
ー
グ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で
優

勝
を
飾
る
な
ど
、
目
標
で
あ
る
日
本
一
へ
と
確

実
に
邁
進
し
て
い
る
。
東
監
督
が
入
団
を
決
め

た
の
は
、
高
校
卒
業
ま
で
を
過
ご
し
た
地
元
に

恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
だ
っ

た
。
周
南
に
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

と
っ
て
こ
の
上
な
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
幼

少
期
に
所
属
で
き
る
チ
ー
ム
が
あ
り
、
近
隣
の

中
高
で
は
部
活
動
も
盛
ん
。
国
内
に
お
い
て
は

決
し
て
競
技
人
口
が
多
い
と
は
い
え
な
い
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
が
地
域
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
。
そ

ん
な
地
域
は
、
全
国
を
見
渡
し
て
も
そ
う
あ
る

も
の
で
は
な
い
。「
仕
事
で
こ
の
地
域
の
お
客

さ
ま
と
話
を
し
て
い
る
と
、
元
々
選
手
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
た
方
や
、
ご
家
族
が
経
験
者
だ

と
い
う
方
も
少
な
く
な
い
ん
で
す
。
監
督
を
や

っ
て
る
と
伝
え
る
と
、
み
な
さ
ん
応
援
し
て
く

だ
さ
る
ん
で
す
よ
」。
東
監
督
は
、
Y

 

M

 

G

 
U
 

T
S
の
監
督
就
任
に
伴
い
山
口
銀
行
に
入
行
し
、

昼
は
銀
行
員
、
夜
は
監
督
と
し
て
多
忙
な
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
日
々
の
癒
し
と
な
る

の
は
学
生
時
代
か
ら
の
趣
味
で
あ
る
釣
り
。
工

場
夜
景
の
ふ
も
と
に
広
が
る
富
田
川
を
眺
め
な

が
ら
釣
り
糸
を
垂
ら
す
時
間
に
「
故
郷
」
を
感

じ
る
と
い
う
。「
2
本
の
煙
突
は
こ
の
街
の
シ

ン
ボ
ル
。
釣
り
を
し
な
が
ら
見
る
夜
景
は
最
高

で
す
」。
夜
景
以
外
に
も
、
こ
の
街
に
は
東
監

督
が
「
帰
っ
て
き
た
」
と
感
じ
る
場
所
が
あ
る
。

取
材
場
所
と
な
っ
た
「
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ 

日

日
」
は
学
生
時
代
か
ら
通
う
行
き
つ
け
で
あ
り
、

現
在
も
試
合
の
打
ち
上
げ
時
に
よ
く
訪
れ
る
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
周
南
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
学
ん
だ
勝

利
の
喜
び
、
敗
北
の
悔
し
さ
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ

る
感
情
が
、
訪
れ
る
た
び
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

「
ま
さ
か
、
国
体
や
社
会
人
チ
ー
ム
で
訪
れ
た

場
所
に
監
督
と
し
て
戻
っ
て
く
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
け
ど
ね
」。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
指

導
者
と
し
て
、
銀
行
員
と
し
て
、
こ
の
街
に
生

き
る
こ
と
を
決
め
た
男
の
目
は
、
現
役
時
代
に

も
劣
ら
な
い
輝
き
を
た
た
え
て
い
た
。

東 佑三さん
山口県周南市出身。現役引退
後、女子ハンドボールチーム
「山口銀行YMGUTS」の監督
に。2022年のジャパンオープ
ンで優勝するなど、チームの
活躍を牽引する。

日
本
中
を
巡
っ
た
写
真
家
・
仁
科
勝
介
が
見
つ
め
る
、

山
口
の
文
化
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
生
み
出
す
人
。

今
回
は
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

「
山
口
銀
行
Y
M
G
U
T
S
」
の
監
督
、
東
佑
三
さ
ん
が
登
場
。

そ
こ
で
生
き
る
人
の
思
い
と
、
仁
科
勝
介
が
捉
え
る
街
の
魅
力
。

三
都
に
息
づ
く
、
小
さ
な
人
と
街
の
物
語
が
こ
こ
に
。

写
真
│
仁
科
勝
介

文
│
高
橋
直
貴

こ
の
街
で
生
き
る
理
由
　 

東
佑
三
／
山
口

02
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Data
オムカレーセット（1,400円）、柚子パスタ（1,100円）、
黒ごまバターうどん（1,100円）と、ひとひねりが利
いたメニューはいずれも優しい味わい。セットでつ
く小鉢もそれぞれ異なるので、通いつめて全制覇し
たいところ。

  山口県下関市彦島弟子待町3-2-8
 083・266・9156

  11:00 ～ 15:00（LO14:00）、日曜日・祝日休

包丁を振るう店主・下原一晃さんは、和食の鉄人・道場六三郎
さんの下で修業を積んだ本格派。入り口では「生涯庖丁人」と
いう師直筆の書が出迎えてくれる。

ランチの鉄板といえば、老若男女に愛される「洋食」。
今回はYMFGの社員がオススメする三都エリアの厳選
3店のメニューをご紹介。老舗喫茶で、海を一望する
テラスで、格式高いお座敷で。味以外にも魅力満載の
ランチスポットで、ぜひご賞味あれ！

Data
名物いわし膳（2,600円）、特別いわし膳
（3,000円）のほか、焼肉膳（3,200円）や田舎
膳（3,500円）と豊富なメニューが揃う。贅沢
したい日のランチにはもってこい。11月～3月は
広島名産・牡蠣のメニューも。

  広島県広島市中区鉄砲町7-13 CDビル 3F
 082・212・1730

  ランチ営業 / 11:30 ～ 14:00（LO13:30）、
夜営業 / 17:30 ～ 22:00（LO21:00）、日曜日
・祝日休

洋食気分だけど和食も食べたい……そんな気分に応え
てくれる稲茶の「いわしハンバーグ」。近海で水揚げ
された新鮮な鰯を丁寧にほぐし、ツナギなしで作ると
いうなんとも贅沢で手の込んだメニューなのだ。魚だ
からといって侮るなかれ。いわしハンバーグはヘルシ
ーなのに肉に劣らずの食べごたえ。卵をベースにした
秘伝のソースとの相性も抜群だ。実はこのメニュー、
フードロスを出さないようにという思いから偶然生ま
れたもの。以来、お店の看板メニューとして45年以
上にわたって愛され続けてきた。「他ではやらないよう
な手間をかけている」と店主・下原一晃さんの語る通
り、いわしハンバーグはまさにここ、広島でしか食べ
られない味。お昼時はこの名物メニューをお目当てに
したお客さんがほとんどだという。ひとたび虜になっ
てしまったら、足繁く通ってしまうことは間違いない。

45年間にわたって愛されてきた
「和」のハンバーグ。

広島

晴れた日は瀬戸内海を望むテラス席へ。元々は建物で海は見えなか
ったのだが、取り壊しになったことで絶景が見えるようになったの
だとか。偶然が生んだ特等席。

CAFE DE FAN FAN

カフェドファンファンのランチは喫茶店の「軽食」から
イメージするものとは一味違い、ボリューム満点。喫茶
店ランチとしてはそれだけでも十分魅力的だが、さらに
この店で食べたいと思わせる魅力がある。ナポリタンの
麺は水分を吸わせたやわらかい「喫茶店風」のものでは
なく、アルデンテに茹で上げられた「パスタ」。だけど味
わいはどこか懐かしい純喫茶そのもの。その他、オムラ
イスなど、何度通っても飽きのこない豊富なメニューと
くれば、ランチの「正解」なのである。ランチメニュー
はコーヒー商社で豆の買い付けを行っていたという、マ
スターこだわりのコーヒーとセットでお値段は800～
1,100円。物価の高騰で値上げを余儀なくされたというが、
それでも大分良心的な価格。広い店内は喫茶店としての
居心地も抜群。さっとランチのつもりがついつい長居し
てしまわないように要注意。

街の憩いの場で味わう
ボリューム満点の喫茶店風「パスタ」。

北九州

店内奥の中庭には地域住民が集う憩いスペースが。将棋・囲碁セットが完備されている。「常連さん
が作ってくれたんです」というマスターの言葉から、いかに愛されているのかがわかる。

Data
ナポリタンスパゲティ（900円）、カレー
（800円）、オムライス（950円）といずれ
も良心的価格。牛カルビ定食やポークジン
ジャー（各1,100円）といったがっつりメニ
ューも嬉しい。いずれもドリンク付き。

  福岡県北九州市小倉北区京町1-2-8
 093・551・4817

  8:00 ～ 23:00（LO22:45）、1月1日
のみ休み

Y M F G社員が選ぶ

vol. 002
写真｜仁科勝介、文｜高橋直貴

景色、雰囲気ともに◎！　テラ
ス席もあり、自然を感じながらの
んびりしたい時にオススメです。

山口銀行今治支店
村田大季
（むらた・ひろき）

グルメなお客様から教えて頂い
た「私のご褒美ランチ」のお店
です。予約しておめかしして、
まずはいわしハンバーグを！

もみじ銀行
営業統括部
宇丹純子
（うたん・じゅんこ）老若男女に愛され続ける喫茶店。私

も子どもの頃から行っています。美
味しい定番メニューに加え、ライン
ナップ豊富なコーヒーも楽しめます。

山口フィナンシャルグループ
IT統括部
矢野敦久
（やの・あつひさ）

野菜の味が凝縮されたオムカレーを
瀬戸内海とともに味わう。
海を眺めながらのランチなんてものは、お高いホテルや
レストランでないと楽しめないもの？　いやいや、そん
なことはない。「カフェテラス 汐望」はその名の通り瀬戸
内海を眺めながら名物の「オムカレー」や「黒ごまバター
うどん」といったオリジナリティあふれるメニューが味
わえる、絶景ランチスポットだ。ふわふわ卵と、野菜を煮
詰め甘さを引き出したというルゥが相性抜群の「オムカ
レー」は、老若男女に好かれる優しい味わい。元々、住まい
を改装して始めたという落ち着いた店内の雰囲気も相ま
って、一度口にすればホッとすること間違いなし。食後は
ぜひ手作りのスイーツを、マスターがドリップするコー
ヒーとともに味わいたい。常時4種類のケーキのほか、ぜ
んざいと和の甘味などメニューも豊富だ。近隣の窯元を
巡って揃えたという器類など、細部のこだわりも楽しい。

山口

広島旨い処  稲
いな

茶
さ

カフェテラス 汐
し お み

望
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│
小
田
頭
取
と
広
島
の
関
係
は
？

私
は
広
島
市
内
の
出
身
で
、
多
く
の
県
民
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
物
心
つ
い
た
頃
に
は

す
っ
か
り
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し

た
よ
。
大
学
卒
業
後
は
地
元
に
貢
献
で
き
る

仕
事
が
し
た
い
と
思
い
も
み
じ
銀
行
に
入
行

し
、
今
に
至
り
ま
す
。

銀
行
業
と
い
う
の
は
、
相
続
や
事
業
承
継
な

ど
「
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
こ
と
」
の
ご
相

談
を
受
け
る
商
売
な
ん
で
す
。
行
員
と
お
客

さ
ま
で
は
な
く
、
人
と
人
。
そ
う
い
っ
た
姿

勢
で
仕
事
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
信
頼
関

係
は
築
け
ま
せ
ん
。
若
い
時
に
は
、
新
年
の

ご
挨
拶
に
伺
っ
た
先
で
、
突
然
宴
会
を
開
い

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
集
金
カ

バ
ン
を
上
司
に
取
り
に
来
て
も
ら
っ
た
り
し

て
ね
。
若
い
時
は
前
の
め
り
に
働
い
て
い
た

な
と
思
い
ま
す
。

20
年
ほ
ど
が
経
ち
、
私
が
そ
の
エ
リ
ア
に
再

度
赴
任
し
て
き
た
時
、
お
客
さ
ま
が
当
時
の

私
の
こ
と
や
そ
の
宴
会
の
こ
と
ま
で
覚
え
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
あ
あ
、
私
は

お
客
さ
ま
の
た
め
に
、
こ
の
地
域
の
た
め
に

働
い
て
き
て
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い
ま

し
た
。
な
の
で
、
広
島
に
は
人
一
倍
特
別
な

思
い
が
あ
り
ま
す
よ
。

│
広
島
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す

か
？

の
ど
か
で
豊
か
な
場
所
で
す
よ
ね
。
と
に
か

く
自
然
が
美
し
く
、
風
光
明
媚
と
い
う
言
葉

が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
そ
の
上
、
夏
は
瀬
戸

内
の
穏
や
か
な
海
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
、

冬
は
ス
キ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
実

は
広
島
県
は
日
本
最
南
端
の
雪
国
と
も
言
わ

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
っ
た
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
自
然
環
境
が
あ
り
、
目
一
杯

生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
街
な
ん
で
す
。

ま
た
、
厳
島
神
社
と
原
爆
ド
ー
ム
と
い
う
2

つ
の
世
界
遺
産
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
は
、

世
界
に
も
誇
れ
る
魅
力
で
す
ね
。
広
島
に
お

越
し
に
な
っ
た
方
々
が
「
み
な
さ
ん
、
広
島

の
本
当
の
魅
力
に
気
づ
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」
と
口
を
揃
え

る
ほ
ど
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
エ
リ
ア
。

特
に
近
年
は
尾
道
周
辺
の
エ
リ
ア
が
サ
イ
ク

ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
浴
び
る
な
ど
、

若
い
、
個
性
豊
か
な
方
々
が
集
ま
る
場
所
と

し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
様
な
魅
力
を
持
つ
「
遊
び
場
」
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
、
私
自
身
も
楽
し
み
で
す
ね
。

│
広
島
県
内
で
、
特
に
オ
ス
ス
メ
の
ス
ポ

ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

観
光
地
で
は
な
い
の
で
す
が
、
昨
年
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
映
画
『
ド
ラ
イ
ブ
・
マ

イ
・
カ
ー
』（
濱
口
竜
介
監
督
作
品
）
の
ロ

ケ
地
と
な
っ
た
ゴ
ミ
処
理
施
設
「
広
島
市
環

境
局
中
工
場
」
は
ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
厳
島
を
望
む
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
、
国
際

的
な
建
築
家
・
谷
口
吉
生
さ
ん
設
計
に
よ
る

美
術
館
の
よ
う
な
建
物
が
そ
び
え
立
つ
。
外

か
ら
の
景
観
も
美
し
い
で
す
が
、
建
物
内
に

は
美
し
い
光
が
入
り
込
み
、
ま
さ
に
壮
観
で

す
よ
。
瀬
戸
内
海
の
景
色
を
楽
し
め
る
ス
ポ

ッ
ト
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
私
が
最
も
感

動
し
た
景
色
の
一
つ
で
す
ね
。

│
こ
の
エ
リ
ア
マ
ガ
ジ
ン
「
Y
M
f
g
」

を
ど
の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す

か
？

観
光
名
所
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
地
域
の

店
、
こ
の
エ
リ
ア
に
住
ん
で
い
る
人
が
生
み

出
す
魅
力
を
伝
え
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

く
の
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
知
ら
な
い
三
都
の
魅
力
は
も
ち

ろ
ん
、
知
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
り
深
く
掘

り
起
こ
し
、YM

FG
 Zone

と
い
う
三
都
の
、

穏
や
か
で
心
地
よ
い
つ
な
が
り
を
こ
の
冊
子

を
通
じ
て
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

2
0
2
3
年
は
も
み
じ
銀
行
の
前
身
で
あ
る 

銀
行
の
創
業
か
ら
1
0
0
周
年
、
さ
ら
に
、

5
月
に
は
G
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
節
目
の
年
な
ん
で

す
。
G
7
に
よ
る
経
済
効
果
は
、
長
期
的
に

は
1
0
0
0
億
円
超
と
も
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
広
島
カ
ー
プ
が
リ
ー
グ
優
勝
し
た
時
の

経
済
効
果
が
2
0
0
億
円
ほ
ど
で
す
か
ら
、

約
5
倍
で
す
。
5
年
連
続
優
勝
す
る
と
想
像

し
て
も
ら
え
れ
ば
、
地
域
に
と
っ
て
ど
れ
ほ

ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
の
か
を
想
像
し
て

も
ら
い
や
す
い
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。
そ
ん

な
大
き
な
節
目
の
年
に
、
地
域
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
形
に
し
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

YMFG Zone Interview

もみじ銀行本店

山口フィナンシャルグループ傘下の銀行。本
社は広島県広島市。広島総合・せとうちの2
行が合併する形で設立。「もっとみじかに！！
じもと（地元）の銀行」をスローガンに掲げ、
地域に選ばれ、地域の信頼に応える、地域価
値向上企業グループになることを目指してい
る。日本国内に105店舗を構える。

小田宏史 |  KOJI ODA

広島県広島市出身。もみじ銀行頭取。神戸大
学法学部卒業後、1984年に広島相互銀行（現
在のもみじ銀行）に入行。支店長や経営管理
部長などを経て2012年に取締役、2014年に
山口フィナンシャルグループ常務執行取締役
員に就任。2016年6月より現職。幼少期から
生粋のカープファンでもある。

三都を盛り上げるために
もみじ銀行は何ができますか？
もみじ銀行 小田宏史頭取に聞きました。

写真｜玉村敬太、文｜高橋直貴
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